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研究成果の概要（和文）：本研究では，限られた時間的制約の中で情報に優先順位を付与して峻別・整理する情
報トリアージと呼ばれる手法に着目し，大規模災害時のソーシャルメディアの信頼性向上に取り組んだ．従来は
困難であった大規模災害時における玉石混交のツイートから「救助要請」を見つけ出すために，ジャーナリスト
の手法を整理して適用する，無関係な投稿を判別することでノイズを低減する，という2つのアプローチで精度
向上に取り組み，高い確率で「救助要請」を見つけ出すことができた．合わせて，情報トリアージのプロトタイ
プシステムでユーザー観察を行い，大規模災害時における情報整理の課題を明らかにした．

研究成果の概要（英文）：This study focused on improving the credibility of information obtained on 
social media platforms during large-scale disasters. To that end, the study drew on information 
triage, the process of prioritizing and filtering information within time constraints. In the event 
of large-scale disasters, separating important information from junk information on Twitter had been
 a major challenge. To identify tweets calling for help, journalistic skills to sort through 
information and an approach to reduce information noise and identify irrelevant tweets were applied,
 which resulted in higher rates of identifying tweets calling for help. The study also observed 
twitter users by employing a prototype system of information triage, and identified challenges in 
sorting through information in the event of large-scale disasters. 

研究分野：ソーシャルメディア
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ソーシャルメディアは大規模災害時に重要な情報伝達ツールとなっているが，「デマ」などによる信頼性の低下
が社会問題となっている．本研究により，情報トリアージと呼ばれる手法が信頼性向上に有益であることを示す
ことができた．ツイートから「救助要請」という重要な情報を高い確率で見つけ出す方法を示せたことは，実際
の災害における救助活動につなげることが可能であるとともに，災害支援システムの開発や精度向上にも役立つ
ものであり，災害大国の日本において社会的な意義が大きいと考える.

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
ソーシャルメディアは人々の情報伝達ツールとして日常生活に浸透し，大規模災害時にも重
要度を増す一方で，「デマ」などによる信頼性の低下が社会問題となっていた．2011年の東日本
大震災ではコスモ石油の爆発で有害物質の雨が降る，2018年の熊本地震では動物園からライオ
ンが逃げたという「デマ」がソーシャルメディアで拡散した．大規模災害が発生すると，真偽不
明の膨大な情報がソーシャルメディアを行き交い，救命・救助，物資支援などを行う活動者にと
って有益な情報を入手することが一層困難になることが予想され，災害大国日本においてソー
シャルメディアの信頼性確立は急務であった． 
 ソーシャルメディアの信頼性に関する研究は東日本大震災以降に本格化し，人々は不安解消
のため情報を受発信すること（関谷 2012）や，正確な知識や判断力がない利用者が不確実情報
の拡散の要因となっていること（安田ら 2013）などが明らかになっていた．ソーシャルメディ
アにおける情報が膨大になる中，コンピュータでソーシャルメディアから大量のデータを収集・
分析し，「デマ」の拡散要因の解明（白井ら 2012）や被災地を支援するシステム「DISAANA」
などが進むようになった（情報通信研究機構 2015）．しかしながら，「DISAANA」は検証され
た「デマ」がない場合は，ソーシャルメディアから「デマ」を発見することは困難であるなど課
題も存在した．研究代表者と研究分担者の小笠原は，東日本大震災後に関するソーシャルメディ
ア情報を分析し，Twitter における流言の拡散・収束にはマスメディア報道など第三者による発
信が行われる必要があることを明らかにした（小笠原ら 2018）． 
ソーシャルメディアの利用率は，2012年の 41.4%から 2016年に 71.2%に増加し，中高年に
も利用が拡大（総務省 2017），その結果として熊本地震ではツイート量が東日本大震災の 20倍
を超える「情報爆発」が起きた．そこで研究代表者らは，情報トリアージと呼ばれる手法に着目
し，熊本地震を対象にソーシャルメディアを大規模災害時の救助・支援活動に機能させるために
情報トリアージの必要性について検討を行った（藤代ら 2018）． 
トリアージは，救急医療現場で使われる概念で，限られた人的・物的資源の状況下で，最大多
数の傷病者に最善の医療を施すため，傷病者の緊急度・重症度により治療の優先度を決めること
である（消防庁 2013）．これを医療から情報に応用し，限られた時間的制約の下で膨大かつ玉石
混交な情報の中から意思決定や問題解決に有益な情報を効果的に峻別・整理する方法と捉え直
したのが情報トリアージである（Marshall 1997）．研究分担者の松下は，災害対策本部の意思決
定者を対象として想定した情報トリアージシステムのプロトタイプを開発するなど情報トリア
ージに関する研究を進めていた（安尾ら 2016）． 
ソーシャルメディアの信頼性確立が困難な要因について，ソーシャルメディアは，多様な利用
者により，多様な情報が流通する特徴ゆえに，ソーシャルメディアのデータを収集・分析する際
に利用者を具体的に想定しておらず，信頼性の前提条件が曖昧となり，検討すべきデマや有益情
報も曖昧となっていた．そこで，情報トリアージを用いることで情報と利用者の関係を明確に位
置づけ，曖昧であった整理すべきデマや有益情報を明確にし，解明することで，これまでの課題
を克服し，大規模災害時におけるソーシャルメディアの信頼性を確立できるのではないかと考
えた． 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は，限られた時間的制約の中で情報に優先順位を付与して峻別・整理する情報ト
リアージと呼ばれる手法を用いて，大規模災害時におけるソーシャルメディアの信頼性を確立
することである． 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では，情報トリアージの利用者を，被災地で活動者する災害 NPOと置き，情報トリア
ージを構成する「有益情報」「情報峻別」「情報整理」という 3つの要素を解明することにより，
災害NPOにとってソーシャルメディアの信頼性確立に必要な要素を明らかにする．「有益情報」
「情報峻別」は，災害 NPOとジャーナリストを対象にしたヒアリング調査により要素を明らか
にし，その要素を元にソーシャルメディア情報に対する信頼性の評価尺度を定義する．この評価
尺度を用いて，被災地での利用を想定したプロトタイプシステムを設計・開発し，評価を行うこ
とで「情報整理」に必要な要素を明らかにする． 
 
 
４．研究成果 



 
2018年に西日本豪雨，北海道地震，2019年に台風 19号，2020年に令和 2年 7月豪雨，と
採択後に相次いで大規模災害が発生し，その都度ソーシャルメディアからデータを収集するこ
とができた．これらのデータを整理，分析することにより，情報トリアージにおける「情報峻別」
の研究に取り組んだ．特に，大規模災害時に重要となるソーシャルメディアにおける「救助要請」
を対象に研究を進めた． 
西日本豪雨に関してはデータの整理，分析を行うとともに，報道機関の協力を得てジャーナリ
ストを対象にしたヒアリング調査を行い，「情報峻別」の手がかりを得た．ジャーナリストが用
いる手法を整理し，収集したデータに適用したところ，無関係な投稿が多く含まれている中から
「救助要請」ツイートを高い確率で見つけ出すことができた（宋ら 2019）．この成果は国際会
議 ICT-DMで発表を行った（C Song, H Fujishiro 2019）．このジャーナリストが用いる手法を，
令和 2 年 7 月豪雨のデータに適用して確認したところ，こちらも高い確率で「救助要請」ツイ
ートを見つけ出すことができ，手法の有効性を検証することができた（宋ら 2020）． 
大規模災害時に重要になるソーシャルメディア上の「救助要請」には無関係な投稿が多く含ま
れている（佐藤ら 2019）ことは明らかになっていた．そこで，台風 19号のデータを整理，分
析したところ，ツイートにニュースサイトへのリンクを含む投稿が多くあることが明らかにな
った（森野ら 2019）．「救助要請」とは無関係の投稿を削除することでも，「救助要請」の検出確
率が高まることになる．そこで，ツイートから「救助要請」や「被害情報」に無関係な投稿を取
り除くための研究に取り組んだ．ニュース報道は災害の被害共有などに欠かすことができない
が，自治体や災害NPOなどの活動者「救助要請」や「被害情報」を把握するという視点からは
ノイズと考えられる．そこで，令和 2 年 7 月豪雨のデータに対し，画像分析の手法を用いて画
像の分類とツイート傾向を合わせて分析した．その結果，「避難」や「救助」に関するツイート
に，ゲームの画像が多く含まれていたことが分かった．また，詳細な分類を行うことで，負担軽
減につながる可能性が示唆された（森野ら 2020）． 
このように，ジャーナリストの手法を適用すること，無関係な投稿を判別することでノイズを
低減する，という 2つのアプローチで情報トリアージの「情報峻別」の精度向上について成果を
上げることができた． 
「情報整理」については，大規模災害時に集団で意思決定を行う協調的情報トリアージに着目
し，研究を進めている．ジャーナリストが用いる手法を活かし，協調的情報トリアージのプロト
タイプシステムを実装し，ユーザー観察を行った（安尾ら 2019）.災害を想定した実験を行っ
たところ，メンバー間のコミュニケーションの促進と外部情報が両立した場合エラー情報の検
出率が向上することが確認できた（安尾ら 2020）. 
「有益情報」については，兵庫県丹波市の職員に協力を得て災害状況を共有するシステムを提
案した（安尾ら 2018）．また，ソーシャルメディア利用者における「有益情報」を解明するため，
2021 年に発生した豪雨と台風の「避難」を含むツイートを収集・分析したところ,自治体やメデ
ィアの公式ツイートは関心を集めておらず,気象予報士や NPO などの専門的知識を持つアカウン
トのツイートが関心を集めていたことが明らかになった（加藤ら 2021.2022）．当初予定してい
た災害 NPO へのヒアリングは新型コロナウイルス感染症の影響により行えなかったため，今後
の研究課題として取り組みたい． 
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